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第一こだま第 94号は、以前からの「サブ模型を作る」とい

った目標の実現に向け、クラブの有志たちが、冬休みから、

３カ月にわたる模型製作の活動を記録したものである。 
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1.「サブ模型を作る」といった目標の設立とこれまで

の流れ 

2021 年度の 1 学期、ある部会で顧問の先生からこんな提案があった。 

「複数の机に収まるくらいの小さい模型台（以後サブ模型とする）を

作ったらええやん」 

作者（、、、ええ、、困惑） 

かなり突然のことであった。なぜサブ模型を作ることに、、？？） 

それはともかく、私はサブ模型を作る班が組織され、作者はそこに入

り、早速班会議が開かれた。 

作者はこの時、「この分だと年度末には終わるかな」と考えていた。 

 だが、そんなことはなかった。 

1 学期の例の班会議以降、全く制作が行われなかった、それどころか、 

模型の構想を練る会議すらあれ以降行われなかった。 

結果的に、当時の部長が構想を立てていたが、年内の進展はそれだけ

にとどまった。 

2022 年度、当時の高 2 の先輩が、模型台の基底部を作った。これが現

在のサブ模型の基礎となっている。 

しかし、2022年度に至っても、基底部以外は全く制作が行われず、 

構想も去年のままで止まっていた。 

来たる 2023 年度。サブ模型の当時の発案から 2 年。制作はほぼ進ん

でいない。 

しかし、そんな中、中学 3 年生の部員達が動いた。2 年放置されてい

た、サブ模型の制作に取り掛かった。（次ページ、写真 1） 

1 学期のころから、9 月の文化祭での完成を目標に、作業が始まった。 

しかし、もともと作る機会が少なかったうえに、夏休み期間は別のこ

とで時間を取られたため、文化祭を目前にして、ほぼほぼ進んでおら

ず、文化祭での展示は見送られることとなった。 

 

 



  

写真 1  1 学期時点での模型の様子（上、下） 

 



 

 

 
写真 2 文化祭後 11 月時点での進捗 

 

（写真 2）のように、まだまだ完成には程遠い段階であった。 

そんな中、模型・アニメ部の顧問の先生から、「北摂模型フェスティバ

ル」参加のお誘いが来た。これには２つ返事で快諾した。 

―3 月にある北摂模型フェスティバルで、サブ模型を展示するのはどう

だろうかー 

そんなことが頭をよぎった。しかし、このままでは本番に間に合う可能

性は低い。 

、、、、ならば、中学 3年生だけに任せるのではなくて、模型製作を行うチーム

を作り、冬休みも模型製作にあてればよい。 

こうして、冬休みと 1、2 月、三か月にわたる模型製作が始まった。 

 



完成したサブ模型の大まかな内容 

  
（写真 3） 

① 山、トンネル 
②駅舎、五重塔等 

③バラスト 

④線路周辺の 

植林 

⑤池、田んぼ 



2.サブ模型製作過程 （写真 3）参照 

①山、トンネル 

11 月時点で山やトンネルの基礎はできていたため、この部分を手始め

に建設した。発泡スチロールで山の概形を作成し、その上に新聞紙や粘

土を用いた。（上半分は新聞紙、下半分は粘土）その上から茶色の絵の

具を塗り、地面を表現。その上に、ボンドで葉っぱのもとを接着し、最

終的にボンド水で固めた。上半分は地面が新聞紙なので安定しておらず、

その上に葉っぱのもとを接着するのは少し困難だった。山の制作後、少

し隙間があったので急遽付け足して隙間を埋めた。トンネル脇は茶色に

塗った厚紙を貼ることにした。 

②駅舎、五重塔などストラクチャー 

ここは上から両面テープで模型台と貼り付けるだけであったので、意外

と早く終わった。 

ちなみに映っているバスは、大阪市営バス（手前）阪急バス（奥） 

阪急バスは一度部員が誤って破壊して、形だけは何とか元通りになった。 

③バラスト（線路内で、枕木と一緒にまかれている石） 

リアリティーを出すために、バラストのもとを使用した。線路わきのバ

ラストは、最初は線路わきにボンドを塗り、上からバラストをふってい

くということをしていたが、作っている最中に、ボンドの代わりに両面

テープを用いた方が良いと気づき、両面テープの上に落とすことになっ

た。線路の上に落とさないようにするのには注意力を要した。 

④線路わきの植林、草の造成 

まずは樹木とマリモ小さい山を接着した。樹木は、日本で見られるよう

な木を植えた。他にヤシの木もあったが、ヤシの木をあの樹木群に混ぜ

てしまうと、気候帯がかなりバグる。山の上にもヤシの木は使えないし、

ヤシの木の使い道がなくて困った。その後、線路わきに、山に使ったも

のとは別の葉っぱのもとをふっていく。これも両面テープで接着した。

線路わき以外は、緑色の絵の具で塗装した。そのおかげで、上からみた

ら一部グリーンバック(GB)のようになっている。こんな GB 素材絶対需要

ない。 

 



⑤池、田んぼ 

これも、両面テープで貼るだけであったので、さほど時間はかからなか

った。池に関しては、ある部員が持ってきてくれたものだが、12 月最後

の部会で、こんなエピソードがあった。（余談） 

―ある部員が、12 月最後の部会で、池を持ってきてくれるという。その

とき模型は、池を作ればまもなく完成といった状態であったため、他の

部員たちは年内の完成を期待し、部員の到着を今か今かと待っていた。 

しかし、その部員は日没前にも来ず、走れメロスのような一発逆転展開に

はならなかった。サボったのではないかと思われたが、その部員はあの

日、抜き打ちで補習に呼ばれていたので、全く非はなかった。今から考

えると、あの日に池が完成したとしても、最終調整でもう少し時間が必

要であり、どっちにしろ年内には終わらなかった（確信） 

 

写真 4 

↑崩落箇所 



 

⑥その他 

工程が終わり、いざ完成！といった直前に、トンネルの隙間を埋めた部

分が突然崩落した。（写真 4）応急処置を施したが、付きそうにないの

で、今はただ置かれているだけになっている。 

それ以外に、通電の問題で突然列車が走らなくなり、急遽レールを取り

換えた。 

 

そんなこんなで、3 年にわたって、一応サブ模型は完成した。 

3.運転体験レイアウトの制作過程 

北摂模型フェスティバルでは、サブ模型の展示と共に、運転体験レイア

ウト（通称：合作）も用意した。（写真 5） 

 
（写真 5 運転体験レイアウトの様子） 

運転体験ができるレイアウトは 4 線。(写真 5）には映っていないが、当

日は車両の留置線を線路の内部に設置。線路、運転台に至るまで、   



中学 3 年生の部員 2 人が用意してくれた。だからこそ、安全にはより一

層配慮したい。 

 

ーこれまた余談だが、このレイアウトについて、少しミスをしてしまっ

た。12 月ごろに初めて体験レイアウトを組んだところ、長机 6 脚分に

収まる大きさになったので、北摂模型フェスティバルを運営者の方に、

「机 6 脚お願いします」と申請した。しかし、これが問題だった。 

確かにレイアウト自体は机 6 脚で収まるのだが、運転台を置くスペース

と、運転体験をしている人の分の椅子を考慮するのを忘れていた。 

慌てて、「机 8 脚と椅子 5 脚」と申請し、事なきを得た。物事はしっか

り段階を踏んで考えようと思った。 

4.これからの活動について 

サブ模型が終わった後も、活動はまだ残っている。 

清風学園には、前述のサブ模型や、運転体験レイアウトとは別に、大き

な模型台が存在する。それらの一部は老朽化が進行しており、早々に、

新たに模型台を作ることが必要となった。模型製作シーズン 2 が間もな

く始動するだろう。こちらは、2024 年度文化祭での完成を目標に、頑張

っていきたいと思う。制作チームの人員も強化して、新しく入ってくる 

中 1、高 1 部員も積極的に登用していきたい。 

 



あとがき 

部誌を書かせていただいた、高 2 部員です。拙い内容ですが、この冊子

をお手に取っていただき、ありがとうございます！過去の学校の文化祭

では、部誌を配布していたそうですが、最近は全く部誌を発行しなくな

ってしまったので、少なくとも清風で発行する部誌は 4 年ぶりですね。 

以前、私は、博多の同人誌即売会に行き、同人誌やグッズを購入して

いたところ、このような小冊子が目に留まり、これなら自分でもできる

かも、と思い、内容は少なめですが、部誌を書かせていただきました。

コミケに参加していたサークルの皆さんは、とても笑顔で、挨拶をしっ

かりしてくれて、会場全体が良い雰囲気に包まれていたと思います。や

はり、こういった公共のイベントを通しての人と人とのつながりは良い

ものですね。このような雰囲気を文化祭でも出せれば良いなと感 じま

す。    

清風は、過去に一度「全国高校生地方鉄道交流会」というイベントに

参加しました。外部イベントに参加するのはまだ 2 回目で、こういった

展示会に参加するのは初めてです。ここでの経験を生かして、この先の

外部イベントも、頑張っていきたいです。鉄研はホームページも更新し

ていますので、是非見ていただければと思います。 

清風学園の文化祭は毎年 9 月の上旬にあるので、そちらも、よろしけ

れば来ていただけると嬉しいです。2024 年度は 9/7（土）開催予定です。 

北摂模型フェスティバルに参加させてくださった諸先生方、関係者の

皆様、本当にありがとうございました。 
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